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筑前地区中学校 

 

 

新人バドミントン大会要項 
 

 

１ 大 会 名    第４２回筑前地区中学校新人バドミントン大会 

 

２ 期 日    令和７年１１月１５日（土） 予備日 １６日（日） ※監督者会議 ８：４５～（予定） 

 

３ 会 場    筑紫野市農業者トレーニングセンター  （筑紫野市諸田１７２ TEL：０９２－９２３－６２９０） 

 

４ 参加制限    単一中学校（単一クラブチーム）で編成する。 

 

５ 競技方法    本大会は団体戦のみ実施し、全てトーナメント方式とする。 

①クラブチームでの出場数が２チーム以内の場合は、中学校の部とクラブの部を分けずに試合を行う。 

②クラブチームでの出場数が３チーム以上の場合は、中学校の部とクラブの部を分けて試合を行う。 

 中学校の部・クラブの部からそれぞれ２チームを選出し、４チームで試合を行い、順位を決める。 

 

６ 競技規則    （１）中学校における引率・監督は、出場校の校長・教員・部活動指導員とする。コーチについては出

場校の教育職員（部活動指導員を含む）とする。但し、教育職員（部活動指導員を含む）以                  

外のコーチは校長が認め、県中体連に登録し承認を受けたものとする。 

地域クラブ活動における引率・監督・コーチは、県中体連に登録し、承認を受けた責任ある代

表者・指導者とする。 

（２）公益財団法人日本バドミントン協会競技規則ならびに本大会申し合わせ事項に準ずる。 

（３）使用シャトルは（公財）日本バドミントン協会２種検定合格シャトル（水鳥球）とする。 

【本大会使用シャトル】 ヨネックス エアロセンサ７００ 

（４）チーム編成は、選手５～８名、監督１名（コーチ１名）とする。 

（５）団体戦は二複一単とする。ただし、同一の選手が単と複を兼ねて出場することはできない。 

（６）原則、２点先取法とする。状況によっては、第２ダブルスまで実施する可能性もある。 

（７）服装は男女ともに（公財）日本バドミントン協会審査合格品とする。 

また、ウエアの単シャツは不可とし、パンツまたはスコートの中に入れる。 

（８）ゼッケン（右図参照）を背面につけ、４か所留めとする。 

（９）ベンチ内は、監督・コーチ・選手のみとする。 

（10）審判に対しての質問は監督と競技中の選手のみ行うことができる。 

 

７ 申し合わせ事項 （１）本大会では、原則１５点３ゲームで行う。ただし、状況に応じてスコアリングシステムの変更

を行う可能性もある。なお、実施前に該当チームの監督には事前に伝える。 

（２）ソックスは、くるぶしが完全に隠れるものとする。 

（３）開閉会式は実施しない。 

ただし、競技開始前に登録選手全員を対象とした安全マナーチェックを行う。 

（４）全国瞬時警報システム（Ｊアラート）が鳴った場合は、競技を中断し、行政からの指示に従う。 

その後、安全が確認できたら競技を再開する。 

（５）ＡＥＤは体育館入り口にある受付に設置してある。 

 

８ 参加資格    筑前地区中学校総合（新人）体育大会参加資格「特別規定」による。 

 

９ 表 彰    ３位まで表彰する。（男女各４チームの表彰。上位３チームは県大会へ出場する） 

 

10 申し込み    ① 中学校の部においては、各区の専門部長が１０月２４日（金）までに集約し、筑前地区専門部長

にメールにて申し込むこと。 

② クラブの部においては、各チーム代表者が１０月 ３日（金）までに、筑前地区専門部長にメー

ルにて申し込むこと。 

③ 出場チームは、申込用紙（押印した原本）を大会当日に受付に提出すること。 

【提出先】大野城市立平野中学校  小森 就航（筑前地区専門部長） 

メールアドレスについては、代表者に直接連絡します。 

 

11 専門委員    筑紫 江口 秀和（春日）  宗像 陣内 良輔（福間） 

糟屋 平本 悠菜（久山）  糸島 中村 太一（志摩） 

 

 

 

－ バドミントン １ － 

主催 筑前地区中学校体育連盟 

   筑前地区各市町教育委員会 

主管 筑紫区中学校体育連盟 

チーム名 

 

姓 

30 cm 

20 cm 



12 組み合わせ 

（１）男子団体 

① クラブの部（２１点１ゲーム。第２ダブルスまで実施） 

 

トリッキーズ － 須恵Ｊｒ 

 

② 決勝トーナメント（１５点３ゲーム。２点先取。初回戦のみ、２－０になっても第２ダブルスは１ゲーム実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）女子団体 

① 中学校の部（１５点３ゲーム。２点先取。初回戦のみ、２－０になっても第２ダブルスは１ゲーム実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② クラブの部（２１点１ゲーム。２点先取） 

 トリッキーズ ＣＯＬＯＲＳ 那珂川南Ｊｒ ＪＢＣプラム 須恵Ｊｒ 

トリッキーズ  10 5 2 8 

ＣＯＬＯＲＳ   7 4 1 

那珂川南Ｊｒ    9 3 

ＪＢＣプラム     6 

須恵Ｊｒ      

 

  ③ 決勝トーナメント（１５点３ゲーム。２点先取） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ バドミントン ２ － 


